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ら変わりませ

ん。10 年以上

経ちますが。 

この野菜販

売があるため

に顔見知りに

なり、そこか

らまるごと館

に参加される

ようになった

方は多いです｡ 

 

 

コロナ禍、館での集まりが持てな

い中で野菜を買いに来られる方に会

うだけで私は随分気持ちが落ち着き

ました。  

生産者の方々には日々感謝でいっぱ

いです。先日も朝の話の中で、生産者

の方から｢皆、高齢になってきたけれ

ど、もうちょっと頑張るから｣と言わ

れ嬉しかったです。10 人いらっしゃる

のですが、本当によくやって下さいま

す。この頃病院の話題もよくでてき

ますが。 

講習会のこと 

今のまるごと館の中味を作ってきたの

はまだあります。講習会です。これまで

多くの方が講座を引き受けて下さり、教

えて下さいました。たよりに懐かしい写

真を載せている理科の実験、絵手紙、八 

 

    まるごと館のこと 

新しい年の 6月が来れば、まるごと館は

丸 15 年になります。初めのうちはどうし

たら人が集まることが出来るかぐらい

で、そんな深く考えることもなく歩んで

きたように思います。いつも来られるの

は知っている方々だけでした。｢誰でも立

ち寄れる｣まるごと館とは何だろうかと怪

訝そうに見られるは当たり前ですよね。 

    毎朝の風景の 

まるごと館では毎朝野菜生産者の方々

が朝採れ野菜を持って来られて、コーヒ

ーやお茶を飲まれて話が弾みます。 

 

 

 

 

幡の歴史の講座はコロナ禍で延期して

きたことはありますが、ずっと続けて

来ることができました。他にも、これ

まで 14 年間にお世話になった講師の

方々が目に浮かびます。 

 目には見えないけれど講師の方々

の佇まいから感じとることがあった

と実感しています。知識や技術とい

うものだけでなく、です。 

参加者の方々の存在 

沢山の方々が来られるようになっ

て 

 

八幡まるごと館だより 
2023 年 12月 13日/168 号 

＜発行＞八幡まるごと館/八幡市男山松里１２－２０
（TEL&FAX）０７５－９８３－３６６４(９時～17 時) 
（E-MAIL）yawata@marugotokan.net 
ホームページは http://marugotokan.net/ 
又は、八幡まるごと館で検索して下さい 

●   
八幡まるごと館は街行く人のだれもが自由に立ち寄れる
“地域サロン”です。休館日は毎週火曜日全日と土･日午
後です。 

畑や野菜のこと、地域のこと、今の

国政について等と話題は多岐にわた

ります。それがまるごと館の朝で

す。春や秋には端境期があり、棚の

上には物がない時もありますが、今

は大根や白菜、ほうれん草、小松菜

も並びます。値段も基本的に百円か 

 

+ 

 

 

 

 

●

館
と
共
に
歩
ん
で 

2021年6月30日野菜生産者の方  々  

 

2017年12月絵手紙講習会で手話を 

2015 年 8 月理科の実験 

2018 年 5 月八幡の歴史 

 ていつも傍で助けていただいていま

す。だから､まるごと館を辞めよう

と思うこともなく続けて来られたん

です。この頃は参加者がまるごと館

の主役ではないかと思えますね。 

ご近所の方々には 

 よく声をかけて下さって、何かと

お世話になっています。こういう場

であることを認めて下さっていると

思え、これも大きな力になります。 

   これからは 

｢まるごと館にはお世話になって｣と

よく言われますが、一番助けられて

いるのは私だと思います。まるごと

館がなければ 2012 年夫亡き後一人沈

んで暮らしていたのではないでしょ

うか。それぞれの時、所で人に支え

ていただいているのがわかるように

なりました。コロナ禍の苦しかった

時を何とか皆さんと共に乗り越え、

今は高齢化について思うことが沢山

あります。この課題に真正面から取

り組めたらと思う日々です。。 

mailto:yawata@marugotokan.net
http://marugotokan.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<クリスマスリースを作ります>  10名までです。  参加費 300円 
12月１日(金)13時 30分～と 12月㏡(土)10時～ ハサミ、お持ち帰りの袋 
＜パソコン教室＞  毎週月曜日 10 時～12 時です 
12 月４日(月)10 時～12 時 パソコンを持って来て下さい。 費用 300 円(コーヒ
ーつき)  12 月 11 日は休みます。 12 月 18 日(月)までです 
＜歴史を学ぶ 新八幡の歴史 NO51>   
12 月７日(木)１3 時 30 分～ 講師出口修さん 参加費 100 円  月 1 回です 
< I/O(アイオウ)クリスマスコンサート> 一緒に歌いませんか 
12 月 11 日(月)13 時 30 分～ 伊佐昭代さんと岡田佳美さんのデュオ。曲については
後日お知らせ致します。参加者も思いっきり歌える場面がありますので、お楽しみ
に。前座でまるごと館オカリナクラブひまわりがクリスマスの歌等を演奏します。
参加費 500 円(コーヒー等ついています) どうぞお越しください。 
<絵手紙講習会>   

12月 13日(水)午後 1時 30分～ 講師 森本玲子さん 参加費 400円(コーヒつき)
参加費 ４00 円 次回は 1 月 10 日(水)です 
＜今年度最終野菜市＞ 黒豆等のお正月用野菜の準備を。どうぞ、お越し下さい 
12 月 26 日(火)9 時～黒豆、地元の新鮮な野菜を販売します。 
＜まるごと館納め＞ 
野菜市の後半、10時30分頃より1年間使用したまるごと館を片づけ､掃除をします。
お忙しいとは存じますが、ご参加下さいますようよろしくお願い致します。その
後、お茶の時間を持ちます。 
＜オカリナクラブ ひまわり＞  楽しめる時に。  参加費100円 
１月 15日(月)13時 30分～ コンサートの反省と新たな目標を 
＜新春餅つき会＞ 多くの方のご参加お待ちしています 

1 月 21 日(日)９時 30 分～杵と臼で餅つきします。雑煮、大根やきな粉のお餅
等々。参加費 500円(子供さんは無料です) 
＜歴史を学ぶ 新八幡の歴史 NO5２>   
1 月 25 日(木)１3 時 30 分～ 講師出口修さん 参加費 100 円  月 1 回です 
<楽しい理科の実験 NO53>  ポップコーン他 
1 月 26 日(金)13 時 30 分～ 講師 木下章司さん 参加費 300 円(コーヒーつき) 

八幡まるごと館 12月・１月の予定  休館 12月27日(水)～1月7日(日) 
 

オカリナひまわり 

り越えられ
ませんが、
皆で最善を
楽しんで尽
くします。 

20日 いよいよコンサートが近づいてき
ました。素人ばかりで 2015年からやって
きました。初めの頃こんなに続くとは思
っていませんでした。今回コンサートの
前座で登場します。中々合わない所が乗 
 

13 日 この所いつも４､5 人来られていま
す。お一人お一人が異なる内容を取り組ん
でおられ、毎回これはという成果を持たれ
たら 

たら嬉しいですね。お話されることも面
白くて楽しいです。時々不意に来られる
方もその話に入られ、また楽しいです。 

 

パソコン教室 

講師の森本玲子さんはと
ても忙しく動いておられ
て、少し休養の時間が必
要ではないかと思われ
ます。絵手紙の皆さん
は森本さんと共に歩ん
できましたね。 

 

<１１月にこんなことをしました> 

 

絵手紙講習会 

8 日 久し
振りに参加
された方や
新しく来ら
れた方がお
られ嬉しか
ったです。 

＊ 
＊ 

26 日 今回はフライイングバタフライで
した。木下章司さんに宮地さん、新しく石

岡さんが来て下さいました。紙に書かれた 

 

蝶々の羽を切り色をぬって、針金にセロテ
ープで貼り付けて蝶々が出来上がりま
す。蝶々だけならここで終わりですが、 

理科の実験 

<あんなことこんなこと> 発行がいつも遅くなります。もう 12 月
中旬です。新しい年がもう目の前に。
この 1 年お世話になりました。まだ年
内もよろしくお願いします。 

(うえたに じゅんこ) 

4 年ぶりの｢歴史を訪ねて｣で正法
寺を訪ねました。その報告は新
年になってからにします。｢次へ
一歩｣も次号に書きます。 

飛ぶために輪ゴ
ムを使います。 
 

ました。動力は胴体の所の
輪ゴムです。30回くらいぐ
るぐるまわします。余り回
しすぎると輪ゴムが切れま
すが。楽しかったです。 

中々考えられてい
て、参加者の皆様大
興奮で蝶々を飛ばし 

 


